
 

 

 

 

 

 

 

特別活動の６月 

校長 佐藤聖士 

 １学期も残すところ３週間。令和７年も折り返しを過ぎ、ここから日照時間が短くなっていきます。夏本

番はこれからですが、暑さに体を慣れさせながら、安全に学期末に向かっていきます。 

＜６年生：修学旅行＞ 

 小学校生活“最大の思い出”と答える児童が多い修学旅行。６月１２日（木）～１３日（金）、小樽・札

幌方面へ旅立ち、たくさんの思い出をお土産に帰ってきました。北海道の空の玄関新千歳空港では、普段、

立ち入ることのできないエリアを見学。現在でも世界屈指の利用席数である新千歳－羽田間は、道産子が道

外や世界へ第一歩を踏み出すデートウェイです。ガトーキングダム札幌に宿泊し、２日目は小樽水族館の見

学。こちらも飼育・展示の裏側を見るバックヤードツアーを体験しました。平素と異なる環境にあって、仲

間と共に大切な思い出をつくりました。 

＜５年生：宿泊研修＞ 

 ７月８日（火）～９日（水）には、ネイパル深川で５年生の宿泊体験学習が行われます。滝川市のＢ＆Ｇ

海洋センターでの楽しいカヌー体験も、水辺の安全を体験的に学ぶ貴重な機会です。北海道の短い夏、自然

いっぱいの体験を通して仲間と共に安全に！そして、ここで培った力を、来年の修学旅行へ繋げていきます。 

＜１～４年生：遠足＞ 

 ６月３日（火）は、１～４年生の遠足でした。お弁当とおやつを持って、わくわくドキドキの登校だった

と思います。いつもと違う一日の中に、集団での交通安全、公共の場である公園でのマナー。みんなで遊ぶ

ことの工夫等々、貴重な学習が盛り込まれていました。 

＜全校：２つの集会＞ 

 ６月２７日（金）３校時は、裏面に掲載した「いじめ防止集会」を開催。前日の２６日（木）５校時には

「歌声集会」を行いました。それぞれ事前に学級で取り組んできたこと、これまでに高めた思いや力、その

成果を発揮し、自他のよさに気づき、互いに認め合う場になることを願いました。 

これらの活動を総称する「特別活動」という領域は、日本独自の教育活動として、今、世界各国から注目

されています。この活動理念の一つに「集団で、為すことによって学ぶ」があります。「集団活動を通して、

自立と自律と共生の態度を身に付ける」と言い換えることもできます。本校の今年度の重点は、道徳性を高

めること。なかでも「思いやり」や「親切」という価値に重きをおいています。   

しかしながら、子どもたちは成長の途中。日々刻々、自分の願う通りにならないこと、他との関わりの中

で我慢したり譲り合ったりと、多くの課題に直面します。そこで様々に折り合いをつけ、心と体を成長させ

ながら、協働できる大人への階段を、一歩ずつ確実に上っています。今後とも御理解と御声援のほど、宜し

くお願いします。 
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先日、児童会の取組として「いじめ防止集会」を行いました。全校児童が体育館に 

集まり、いじめをなくし「いじめゼロ」を目指す決意を新たにしました。集会では、 

全校児童が「名刺交換」を通して他の学年の児童と交流を深め、また「おもいやりカード」を作成すること

で、普段なかなか声に出して伝えていない友達からのやさしさへの感謝の気持ちを伝える活動をスタートさ

せました。 

今後も、児童一人ひとりの「親切・思いやり」の気持ちを育むため、学校全体で取り組んでまいります。

引き続き御家庭でも温かく見守り、御協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月２６日（火）の運動会には多数の保護者の皆様に、来校いただきました。また、保護者アンケートに

御協力いただきありがとうございました。お寄せいただいた御意見等を整理・要約してお知らせします。 

 

             
「子供たちはやる気をもって取り組んでいた」の肯定率が９９．１％、「子供たちは友達と協力して取り

組んでいた」の肯定率が１００％と非常に高い結果となりました。子供たちが意欲をもって、協力して取り
組めたことが成果です。紙面の都合上、御意見を整理して紹介します。 
【子供たちの様子で良かった点】 
・どの競技にも最後まで全力で取り組む姿が見られ、延期にも負けず一生懸命に頑張っていました。 
・出番以外でも友達を大きな声で応援するなど、赤組・白組ともに協力して励まし合う姿が立派でした。 
・高学年の児童が係活動や下級生のサポートをしっかりと行い、運動会を支えてくれました。 

【運動会全体で良かった点】 
・スムーズな進行と落ち着いた運営で、時間通りに終了し、安心して観覧できました。 
・児童・保護者・教職員が一体となり、最後まで協力し合う温かい雰囲気の中で運動会を行うことができ 
ました。 

・子どもたちが全力で頑張り、仲間を励ます優しさや思いやりが随所に見られ、成長を感じられる場面が 
たくさんありました。 

【運動会全体に関わっての意見や要望】 
・肯定的な評価や感謝のお声を多数いただきました。 

 特に、マス席や座席くじの方法について「場所取りがなくなり助かった」「今年の方法で継続してほし
い」との御意見が多く寄せられました。 

・観覧環境に関する改善要望がありました。 
   通路での写真撮影など一部でマナー違反があったこと、見えにくい場所があったこと、迷惑駐車対策 

として警備強化を求めるお声をいただきました。 
・競技や演出面への御提案を頂戴しました。 

   スタート合図が聞こえにくいことや、スタート順アナウンスの希望、全体の動きが見えにくい場面へ 
の改善要望がありました。 

【運動会の日程についての御意見】 
・土曜日開催は翌日（日曜）が休養日となり、子どもも保護者も疲れを残さず安心できるとの声が多く寄 
せられました。 

・土曜開催の方が予定を立てやすく、仕事の調整もしやすいという御意見を多数いただきました。 
・延期の場合も日曜日を予備日とすることで平日開催を避けやすく、仕事の都合をつけやすいとのお声が 
あり、全体として「土曜開催＋日曜予備日」を希望される方が多い状況です。 

・日曜日開催は、「父親が参加しやすい」「仕事の都合で日曜しか参加できない家庭もある」という御意見 
をいただきました。 

 
皆様からいただいた御意見をもとに今後の運動会運営の参考にさせていただきます。特に日程については、
PTA本部役員とも協議させていただきます。引き続き御理解と御協力をよろしくお願いいたします。    

やる気をもって取り組んでいた。 

 

友達と協力して取り組んでいた。 

 

次年度の開催日 

 


